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ムでアクセラレータが利用できる部分のとらえ方，およ
びそれに適したプログラミングに精通している．
　東京工業大学の松岡聡氏はアクセラレータの歴史を概
観し，アクセラレータが辿った適用範囲の変遷から光と
影をあぶりだし今後必要な研究開発の方向性について詳
説する．
　東京工業大学の遠藤敏夫氏は東京工業大学で有する
TSUBAMEの ClearSpeedおよび Teslaのプログラミ
ングについて解説を行う．汎用プロセッサとアクセラレ
ータを併用した Linpack実行方法や TSUBAMEのバ
ッチキューシステムを詳説する．
　東京工業大学の青木尊之氏はフル GPUによる流体計
算の解説を行う．圧縮流体計算，リアルタイム津波シミ
ュレーション，非圧縮流体計算やマルチ GPUによる理
研ベンチマークを詳説する．
　ソニー・コンピュータエンタテインメントの塚本明氏，
グーグルの安田絹子氏，フィックスターズの田村陽介氏，
ソニーの町田浩之氏は PLAYSTATION3で採用されて
いるヘテロジニアスなメニーコア “Cell/B.E.” のプログ
ラミング技術について解説を行う．細粒度のスケジュー
リングを行うMARSや Cell/B.E.固有の最適化技法を
詳説する．
　慶應義塾大学の成見哲氏，長崎大学の濱田剛氏，東
京工業大学の小西史一氏はMDGRAPE，Cell/B.E.，
GPUによる粒子シミュレーションの加速について解
説する．GPGPUプログラミングのための LiveCD 

“KNOPPIX for CUDA” も紹介する．
（平成 21年 1月 16日）

編集にあたって

特 集  アクセラレータ，再び ースパコン化の切り札ー

　本特集は現在のスパコン化の鍵となっているアクセラ
レータについて，各アクセラレータの特徴，および性能
を引き出すためのプログラミングについて第一線の研究
者が解説する．
　アクセラレータの初期のタイプは，CPU内に納めら
れなかった浮動小数点演算を外付けにしたコプロセッサ
である．CPUの機能拡張型で使いやすく，8087, 68881

を活用された方も多いと思う．しかし，高集積化に伴っ
て浮動小数点演算も CPU内に取り込まれ，このタイプ
のアクセラレータはなくなった．CPU内では複数レジ
スタによる SIMD（Single Instruction Multiple Data）演
算を行う SSE命令の拡張も行われた．
　このように CPU内に取り込まれたと思われたアクセ
ラレータだが，CPU単体の高速化の限界が出てきたこ
とや特殊用途に開発されたアクセラレータが汎用化し
たことで再び脚光を浴びるようになった．PCI接続可
能となった GRAPEや東工大のスパコンで採用された
ClearSpeedが先鞭であるが，通常の PC用に開発され
た GPUが高性能，かつ汎用なアクセラレータになるこ
とで急激に見直されるようになった．最新の GPUでは
ビデオ出力を削り，アクセラレータとしてスパコンに採
用されるような還流まで起こしている．
　これらのアクセラレータはポテンシャルがあるが，性
能を引き出すにはプログラミングテクニックを必要とす
る．このため解こうとしている問題を把握し，アクセラ
レータを活かすプログラミングを行う必要がある．本特
集の解説者はアクセラレータを実際に使ってプログラミ
ングされている研究者であり，対象としているプログラ
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